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日航ジャンボ機墜落事故から３３年

１９８５年８月１２日に発生した日
航ジャンボ機墜落事故から３３年が経ち、
命を運ぶ鉄道労働者として、教訓を学び
活かしていかなければなりません。
新聞記事で当時の整備士は「広範囲で、
嫌な仕事を与えられたという意識で
ザーッと見る怠慢な検査をした」と報じ
ています。
私たちの技術継承・技能伝承は今、ど
のようになっているのかを、捉え返す必
要性があるのではないでしょうか。

事故の教訓を我が物とし
安全を私たちから創り出そう！！

「異変」を感じる感性・感覚を養い
危険と思ったら列車を止める判断力

を身につけよう！！
《業務に集中できる職場環境》

《危険と思ったら
列車を止める勇気を持とう》

さらに「修理した機だからよく見て
くれと指示し、確実に検査すれば、事故
は防止できた」とも報じられています。
問題の核心は「なぜ、できなかったの
か」ということではないでしょうか？異
変を感じることができない職場環境や、
異変を感じても口にできない職場風土、
声を挙げても変わらない企業体質など、
様々な要因が考えられます。だからこそ、
私たちが感性・感覚・判断力を常に養っ
ていくことと同時に、危険と思ったら列
車を止めることができる環境を労働組合
として創り出していくことが必要です。８月１２日 東京新聞


